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Ⅰ 目的

知的障害特別支援学校中学部の理科（以下，「知的理科」と

する）の「生命」では，主として自然の事物・現象を多様性

と共通性の視点で捉える「見方」を働かせる。また，１段階

では，問題解決の過程において，複数の自然の事物・現象を

比較し，共通点や差異点を明らかにする「考え方」を働かせ

る。したがって，知的理科中学部１段階の「生命」では，こ

のような理科の見方・考え方を働かせる活動を通して，主に

差異点や共通点を基に疑問をもつといった問題解決の力の

育成を目指す。 
このような知的理科の授業については，動物を対象とした

単元の計画と実践が報告されている（小山，2019 など）。ま

た，小山（2021）は，小学校３，４年の教科書を分析し，知

的理科に関する学習指導要領の記述を踏まえ，中学部におい

て問題解決の過程で追求する「問題」の例を示した。 
本研究では，小山（2019，2021）を発展させ，「生命」の

内容「生物の姿の違い」の中でも，とくに「植物」を対象と

して，理科の見方・考え方を働かせることを目指して開発し

た単元について報告する。 
 
Ⅱ 方法

１）対象

肢体不自由特別支援学校中学部に在籍する知的障害を併

せ有する第１～２学年生徒３名 
２）内容のまとまり，単元名，実施時期

身の回りの生物「○色の花を探そう」（４～５月） 
３）「身の回りの生物」の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・植物には，色，形，
大きさなど，姿に違
いがあることに気付
くとともに，様々な
植物を見たり，触れ
たり，においを感じ
たりするなど諸感覚
で確認している。 

・身の回りに見られ
る様々な植物の色，
形，大きさなどの特
徴について比較しな
がら調べる活動を通
して，生物の姿につ
いて違う点や同じ点
に気付き，疑問をも
ち，表現している。 

・植物の姿の違いにつ
いて進んで調べ，学
んだことを身の回り
の中で見つけようと
している。 

４）単元の展開

回 授業内容 評価

１ ・比較する力のレディネスチェック 
・春の校庭に出てみよう 

２ ・黄色い花を３つ探そう 
３ ・白い花を３つ探そう 
４ ・赤（っぽ）い花を３つ探そう 知識・技能，思考・判断・表現

５ ・採集した植物名を表にまとめよう 
・カードゲーム「はなあわせ」 知識・技能，思考・判断・表現

６ ・ステキな花束を作ろう 主体的に学習に取り組む態度

５）単元の評価基準（概ね満足な程度を目指す水準）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・見本を見て，標本に
名前をつけることが
できる。 

 
・植物は，色や形で区
別できることを理解
している。 

・色や形に着目して
花を比較し，目的の
色の花が咲いている
植物を採集できる。 

・採集した標本と見
本を比較し，同じも
のを特定できる。 

・探す場所を工夫す
るなど粘り強く目的
の花を探している。 

 
・生活の中で、花の色
や形に着目して植物
を見つけている。 

Ⅲ 結果

第１時のレディネスチェックでは，「おなじとちがうチェ

ックシート」（小山，2019）を用いた。２名の生徒は見いだす

要素２つで色，形，大きさ，数を比較できたが，１名は要素

１つでは比較できるものの，２つでは難しい様子が見られた。

そこで，色を比較して特定の色の花を見つけるか，さらに形

を区別するか，生徒によって異なる指導目標を設定した。 
第２～４時は，黄色，白，赤の花を３種類，校庭で探す課

題を設定した。３種類見つからないときは，他の生徒が見つ

けた花を参考に探してもよいことを言葉かけしたが，生徒は

そうした場合もあれば，あえて他の生徒が見つけていない花

を探そうと粘る場合もあった。また，教員は生徒が採集した

植物に付箋で種名をつけた見本を用意した。生徒は採集した

植物を教室に持ち帰ると，見本を見て同定し，付箋に記入す

るとともに，冊子状に綴じた新聞紙に挟んで押し花にした。 
第５時は，押し花にした植物を観察しながら，これまで採

集した植物の名前を色別にまとめた。花の色が変化して分か

らないものは写真で確認した。また，カードゲーム「はなあ

わせ」（筆者考案）をした。これは，見本の植物（花）の写真

をもとに，たくさんの植物の写真の中から同じ写真を探すカ

ルタ取りである。セイヨウタンポポを探す際，ブタナやノゲ

シなどタンポポに似た黄色い花を取ろうとしながら，違いに

気付き，踏みとどまる様子が見られた。 
第６時は，学校の敷地内を散歩しながら，気に入った植物

を採集して花束を作った。欲しい色の植物を探して取り入れ

るなど，色や形に着目して植物を採集する様子が見られた。 

Ⅳ 考察

花の色に着目して植物を採集する活動では，色や形が同じ

か違うかといった視点を働かせ，共通点や差異点に気付き，

区別したり，同定したりすることができたことから，理科の

見方・考え方を働かせる授業が展開できたと考えられる。 
他方，思考・判断・表現において疑問を持つことや，主体

的に学習に取り組む態度における学習の調整などには十分

に迫ることができなかった。 
報告した単元は主に春から梅雨前ぐらいに展開すること

が想定されている。したがって今後は，季節と関連付けると

ともに本単元を発展させ，例えば夏の時期に「葉」を対象と

して，より複雑な「形」の違に気付くような授業を開発する

ことが想定される。 
そのような単元では，はじめに生徒自身の持つ葉の形のイ

メージ図を描かせ，学習を通してそのイメージがどう変容し

たか自己評価したり，「どうして葉によって形が違うのだろ

う」といった疑問を持つような学習活動が想定される。 
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